高等学校　第２学年　数学科学習指導案

平成〇〇年〇月〇日〇時限

指導教諭   〇〇　〇〇
授業者     

教室       〇〇教室

教材：「新数学Ⅱ」東京書籍　

単元：2章　図形と方程式　④2直線の関係
〇展開

	段階
	学習内容
	生徒の学習活動
	留意点＜評価＞

	導入(10分)
	☆出欠確認

☆前回の訂正箇所の説明
（x1=x2のとき、傾きなし）

　※問13(3),(4)の説明もする
	前回のノートの訂正箇所を直す。
	間違えやすいところなのでしっかりと説明して伝える。


	展開(30分)
	☆p48. 2直線の関係

〇2直線の交点（板書する）
・例10を板書する。

・p48 問14をノートにやらせる。

※机間指導

※分かっている生徒は分からない生徒に教えてあげるように言う。

※できる生徒はNewFirstをやらせる

※生徒を指名する。

※解答・解説

〇2直線の平行(p49)

※板書して説明する。
・問15をノートにやらせる。

※机間指導

※できる生徒はNewFirstをやらせる
※できている生徒を指名して板書させる
　※解答・解説
・問16をノートにやらせる

※机間指導

※できる生徒はNewFirstをやらせる

※できている生徒を指名して板書させる

　※解答・解説

〇2直線の垂直(p50)
※板書して説明する

・例12を板書する
・問17をノートに解かせる

※机間指導

※できる生徒はNewFirstをやらせる

※できている生徒を指名して板書させる

　※解答・解説

・問18(p51)をノートに解かせる

※机間指導

※できる生徒はNewFirstをやらせる

※できている生徒を指名して板書させる

　※解答・解説

・例14を板書して説明する

・問19 (0)y=－4x+1として説明する。

　※その後、(1),(2)をノートに解かせる。

※机間指導

※できる生徒はNewFirstをやらせる

※できている生徒を指名して板書させる
　※解答・解説
	ノートに記入。

分かる生徒は分からない生徒に教える。

指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。

間違ったら赤ペンで修正。

ノートに問題を解く
指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。

間違ったら赤ペンで修正。

ノートに問題を解く
指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。

ノートに問題を解く
指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。
ノートに問題を解く
指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。
ノートに問題を解く
指名された生徒は前にでて、黒板に答えを書く。
	3分間

途中式を書かせること。

＜関心・意欲・態度＞

3分間

3分間
2分間

3分間

3分間

	まとめ(5分)
	さまざまな条件の中で、直線の方程式を求める方法をいろいろやってきたので、しっかりと求め方を理解して、どんな条件が出されても解けるようにしましょうと伝えておく。
	
	


